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序

 本報告書は、昭和53年度に実施した、広域営農団地農道整備事業・北村山地区に関

 する計画路線内の、埋蔵文化財包蔵地分布調査結果をまとめたものであります。

 計画路線は、東根市野田から尾花沢市六沢まで至る総延長51.4kmの幹線道路であ

 ります。このたび、その路線に点在する埋蔵文化財包蔵地の所在と範囲を確認するた

 めに、路線を中心に巾2kmにわたって分布調査を実施いたしました。

 広域営農団地農道整備事業は、地区中央部を最上川が流れ、これに沿って道路が発

 達する北村山地区の、各営農団地相互の連繋を高め、ほ場配置や既設道路並びに農業

 公共施設等と接続させることにより、生産から流通までの一貫した組織化を図り、農

 業生産性の向上を期するものであります。

 近年これらの大規模な開発事業と埋蔵文化財とのかかわりは増加の傾向にあり、県

 民の福祉向上を目的とする諸開発事業と、幾千年を経た先人の生活跡である埋蔵文化
 財の保護との間には、多くの問題をかかえており、県教育委員会においてはこの間の

 調整に鋭意努力を続けております。

 本報告書が、埋蔵文化財に対する理解を高める一助になれば幸いと存じます。本調

 査に御協力いただいた関係各位並びに各市町教育委員会に心から感謝を申し上げま

 す。

 昭和54年3月

山形県教育委員会

教育長吉村敏夫



例
言

 1本報告書は、山形県教育委員会が昭和53年度に実施した、広域営農団地農道整備事業
 北村山地区関係遺跡の分布調査報告書である。

 2調査は、山形県教育庁文化課、佐々木洋治・名和達朗・阿部明彦の3名が担当した。

 3本報告書の執筆および編集は、名和達朗が担当した。

 4遺跡の分布図は5千分の1の地形図を用いた。

 5遺跡の範囲は、遺物の表面採集から確認できた地域を図示した。範囲の明らかでない

 遺跡については、便宣的に円で示してある。
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 Ⅰ調査の経違

 1調査に至る経過

 広域営農団地農道整備事業・北村山地区は、東根市野田を起点として(農林省所管は、

 村山市河島元杉島が起点。)尾花沢市六沢まで至る総延長51.4kmにわたる幹線道路であ

 る。このうち16.8kmは、建設省施行区間である。

 県試案ルートによれば、道路は、全巾員が8mの広がりをもち、東根市野田から村山市河

 島、西郷、大鎮、小滝、大石田町田沢、黒滝、駒籠、尾花沢市芦沢、和合、安久戸付近を

 経て、同市六沢に至る(第1図)乙経過市町は、東根市、村山市、大石田町、尾花沢市の三
 市一町である。

 事業費総額66億円(農林省所管分)、工事着手予定は昭和53年9月、完了予定は昭和62

 年3月である。

 その他、付帯工事として村山市共栄地区、大石田町黒滝地区の最上川に共栄橋、黒滝橋

 (仮称)の橋梁が、新設される計画である。

 昭和52年9月14日付で北村山地方事務所長から山形県教育長あてに「広域農道計画の

 協議について」の問い合せがあり、これを受けて同教育長から同年11月10日付で「北村

 山地区広域営農団地農道整備事業に伴う埋蔵文化財の取り扱いについて」の協議事項が出

 され、両者の協議に基いて昭和53年度に分布調査を実施した。

 2調査の経過(第1図)

 分布調査は、山形県教育委員会が主体となり、昭和53年9月18日～10月5日までの実

 質12日間にわたって実施した。区間は東根市野田から尾花沢市六沢までの51.4kmで、調

 査範囲は推定路線を中心として両側で2kmを対象としている。

 調査にあたっては、5000分の1の図面を使用し、できるだけ遺跡の範囲を把握するよ・う

 に努めたが、範囲の不明な遺跡については、便宣的に円で示してある。これは、遺跡の地

 目が水田や山林などになっていたり、遺物の散布が希薄でその範囲がつかめない場合など

 である。

 調査の結果、対象地域に88の遺跡(埋蔵文化財包蔵地)が発見され、そのうち31の遺

 跡が今回新規に確認されたものである。遺跡は、丘陵先端部、河岸段丘縁辺部、水田地帯

 の微高地などに多く分布し、時期的には縄文時代早期から中世の室町時代まで認められ、

 地域では、村山市36ヶ所、尾花沢市20ヶ所、大石田町17ヶ所、東根市15ヶ所の遺跡数で

 ある。
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 Ⅲまとめ

 調査の結果、合計88の遺跡が確認され、このうち31の遺跡が今回新規に発見された。

 時期別では、縄文時代55.8%、弥生時代4.8%、古墳時代1%、歴史時代22.1%、中世9.

 6%、不明7.7%と、縄文の遺跡数が半数を占めている。地域別では、東根市から河島山北

 部丘陵地帯にかけて歴史時代の遺跡が多く、大槙以北にかけては縄文の方が多く分布する。

 遺跡の立地環境は、①水田地帯、②河島山北部丘陵及び村山市西山から大石田町田沢に

 のびる丘陵地帯、③最上川・丹生川沿いの河岸段丘地帯の3つに大別される。①では水田

 のため踏査できない所もあり、未発見の遺跡も多いと思われる。②では畑地造成により堀

 り起こされた所が多く、「後原C」のように広範囲に遺物が散布するものも認められる。③

 では前後を沢等によって区切られた段丘縁辺部の場合、ほとんど遺跡の存在が確認され、

 「里向山」「早房D」、「駒籠B」の弥生の遺跡も確認された。

 遺跡地名表では、範囲の不明なものを「散布地」として便宣的に分類したが、これら立

 地条件における遺跡性格の違いや、分布頻度等も今後検討を要する課題といえよう。
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